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a042-346-3700 

土曜・日曜・祝日・年末年始は休館 

●小平市健康センター● 

特集2

● 健康センターの窓口では“母と子の保
健バッグ”から父親ハンドブックを出し
て「一緒にお読みください」と声かけを
して手渡すそうです。 

● 1995年から東京都が作っ
ている父親ハンドブック。小
平市も配布しています。中に
はマンガのページもあります。 

中もカラフルで、 
わかりやすい。 

父親ハンドブック 
母子健康手帳 
父親ハンドブック 
母子健康手帳 
父親ハンドブック 
母子健康手帳 

「地域で子育てを」と言われることが多い今日
この頃です。地域のおばちゃん、おじちゃんも
読んでみたいと思う内容です。 

ひらくから一言 

●マタニティマーク 
「妊娠届」を健康センター、東部・西部出張所、
動く市役所へ提出すると「母子健康手帳」
と“母と子の保健バッグ”がもらえます。ま
た、平成19年9月下旬よりマタニティキ
ーホルダーも配布しています。 
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ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
方
都
市

「
ジ
ュ
ー
ル
」
で
の
一
こ
ま

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
朝
、
７
時
や
７
時
半
か
ら
ス

ー
パ
ー
が
開
店
し
て
い
る
。
そ
の
日
食
べ
る
パ
ン

は
そ
の
日
に
買
う
の
が
こ
ち
ら
の
考
え
方
ら
し
い
。

朝
８
時
、
バ
ス
の
乗
客
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
、

一
瞬
こ
れ
は
女
性
専
用
バ
ス
な
の
だ
と
錯
覚
し
て

し
ま
う
。
一
方
、
朝
の
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
客
に

は
男
性
も
見
か
け
る
。
マ
イ
バ
ッ
ク
、
マ
イ
カ
ゴ

持
参
が
こ
こ
で
は
常
識
。
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
ロ

シ
ア
の
統
治
下
の
名
残
な
の
か
、
男
女
共
働
き
が

ご
く
普
通
で
、
女
性
は
朝
早
く
出
勤
し
、
子
ど
も

は
父
親
が
保
育
園
へ
送
っ
て
い
く
ら
し
い
。
パ
ン
、

ハ
ム
、
パ
プ
リ
カ
が
ゴ
ロ
ン
と
出
て
く
る
朝
食
は
、

男
性
で
も
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
い
た
っ
て
シ

ン
プ
ル
な
も
の
。
ハ
ム
も
チ
ー
ズ
も
ナ
イ
フ
一
本

で
済
ま
せ
て
し
ま
う
。
朝
男
性
が
出
勤
前
に
買
い

物
を
す
る
こ
と
も
ご
く
普
通
で
あ
り
、
そ
し
て
保

育
園
の
お
迎
え
は
先
に
仕
事
が
終
わ
る
母
親
が
行

く
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
ら
し
い
。
夜
は
、
飲
食

店
を
除
い
て
遅
く
と
も
６
時
に
は
ほ
と
ん
ど
閉
店

し
て
し
ま
う
。
男
性
は
帰
宅
し
家
族
と
共
に
過
ご

す
の
が
当
然
の
よ
う
だ
。

（
Ｈ
・
Ｍ
）

小
平
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

第
6
条
第
2
項
を
読
ん
で
…

事
業
者
は
、
就
労
者
が
職
業
生
活
に
お
け
る

活
動
と
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
を
両
立

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職
場
の
環
境
整

備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
主
と
し
て
は
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
と

長
く
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
し
、
そ
う
す
る
こ

大
丈
夫
？
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
男
性

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る
「
人
口
動
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
今
か
ら
49
年
前
（
１
９
６
０
年
）

30
〜
34
歳
で
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
10
人
に

１
人
程
度
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
（
２
０
０
５
年
）、

同
じ
世
代
の
男
性
の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
３
人

に
１
人
が
未
婚
だ
そ
う
だ
。

男
性
は
55
〜
59
歳
、
女
性
は
45
〜
49
歳
に
な
っ

て
、
や
っ
と
９
割
以
上
が
結
婚
を
経
験
す
る
。
生

涯
未
婚
率
（
50
歳
の
人
の
未
婚
率
）
は
男
性
が

15.96
％
、
か
つ
て
の
十
倍
に
、
女
性
が
7.25
％
、
三

倍
に
増
え
て
い
る
。
非
婚
化
、
晩
婚
化
は
、
男
性

の
ほ
う
が
顕
著
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

か
つ
て
男
性
は
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
っ
て
、

初
め
て
「
一
人
前
」
と
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
今
は
性
別
に
関
係
な
く
、
結
婚
す
る
か

し
な
い
か
は
個
人
の
自
由
。
結
婚
し
な
い
の
も
多

様
な
生
き
方
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
社
会
に

な
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
元
気
に
活
躍
す
る
姿
が
目
立
つ
「
お

ひ
と
り
さ
ま
」
女
性
に
比
べ
、「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

男
性
の
元
気
な
姿
は
見
え
て
こ
な
い
。
若
く
て
、

仕
事
が
忙
し
い
と
き
は
い
い
が
、
熟
年
に
な
っ
て

職
を
失
っ
た
ら
…
。

親
の
介
護
も
男
に
は
大
変
だ
が
、
親
を
見
送
っ

た
後
、
孤
独
な
男
た
ち
は
何
を
支
え
に
生
き
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
？
多
様
な
生
き
方
な
ん
て
楽
観
し

て
い
ら
れ
な
い
、
気
が
す
る
。

（
き
た
さ
ん
ご
ろ
う
・
男
・
65
歳
）

と
に
よ
っ
て
仕
事
が
円
滑
に
、
効
率
も
良
く
な
り

ま
す
。
人
生
の
い
ろ
ん
な
シ
ー
ン
。
親
の
介
護
や

本
人
の
思
わ
ぬ
病
気
で
仕
事
の
ペ
ー
ス
は
落
と
し

て
も
、
働
き
た
い
と
い
う
意
志
の
あ
る
人
。
子
ど

も
の
高
校
大
学
進
学
で
教
育
費
の
た
め
、
今
は
限

度
ま
で
働
き
た
い
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
の

要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
出

さ
れ
た
希
望
を
も
と
に
仕
事
を
調
整
し
、
ど
う
し

て
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
バ

ッ
ク
し
て
協
議
す
る
と
い
う
や
り
方
を
し
て
い
ま

す
。

（
50
代
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
経
営
）

ひ
ら
か
れ
た
職
場
は
頼
も
し
い

先
の
カ
フ
ェ
は
平
成
八
年
よ
り
経
営
、
地
域
に

根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
を
目
指
し
て

い
る
。
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
。
こ
の
問
題
が

ク
リ
ア
で
き
て
、
事
業
主
、
就
労
者
の
ど
ち
ら
も

自
分
の
事
情
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
働
く
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
自
由
で
生
き
生
き
と
自
分
を
生
き

る
生
活
を
送
る
た
め
の
基
盤
に
な
る
。
大
抵
の
場

合
、
家
庭
よ
り
職
場
の
事
情
や
効
率
が
優
先
さ
れ
、

「
仕
事
だ
か
ら
」
と
か
「
み
ん
な
に
迷
惑
が
か
か

る
か
ら
」
と
か
、
当
事
者
が
我
慢
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
事
態
が
収
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
か
ら
、

こ
の
事
業
主
の
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
家
庭
の
事

情
と
、
カ
フ
ェ
の
営
業
状
態
を
同
等
に
と
ら
え
て

双
方
で
話
し
合
っ
て
解
決
し
て
い
く
、
と
い
う
や

り
方
は
、
男
女
共
同
参
画
の
社
会
を
目
指
す
と
き

に
、
と
て
も
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
。

（
40
代
　
ネ
コ
マ
マ
）

これにパプリカやフルーツが付くこ
とがあるが、丸ごと出るので、左側
のようなナイフ1本で食べる。飲み物
は甘いフルーツティー。パンとチーズと
ハムは最高においしい。しかも安い。調理と
いうより並べただけという感じね。
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◆
小
さ
い
と
き
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き

冬
の
夕
方
、
お
ひ
さ
ま
が
沈
む
前
の
空
は
白

く
て
ほ
ん
の
少
し
水
色
で
、
夕
日
が
あ
た
る
雲

の
縁
が
濃
い
柿
色
に
染
ま
り
ま
す
。
ま
わ
り
の

木
々
は
こ
げ
茶
色
。
遠
く
の
家
々
に
灯
り
が
と

も
る
頃
、
電
信
柱
が
の
っ
ぽ
に
な
っ
て
、
風
は

ま
す
ま
す
冷
た
く
な
り
ま
す
。
さ
あ
、
お
う
ち

へ
帰
ろ
う
。
―
―
こ
ん
な
風
景
を
魚
眼
レ
ン
ズ

で
覗
い
た
よ
う
に
描
い
た
の
が
”お
だ
ま
き
冬
の

ぬ
く
も
り
展
“の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
子

ど
も
の
と
き
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た

角
田
さ
ん
の
作
品
で
す
。「
昔
の
も
の
が
好
き
。

木
が
好
き
な
ん
で
す
。」
と
言
う
、
五
日
市
町

（
現
在
の
あ
き
る
野
市
）
育
ち
の
角
田
さ
ん
は
、

「
お
だ
ま
き
」
で
働
き
始
め
て
１
年
半
で
す
。

◆
な
ん
と
な
く
楽
し
そ
う

角
田
さ
ん
は
派
遣
会
社
の
仕
事
を
何
年
も
し
て

き
ま
し
た
。
主
に
子
ど
も
服
や
く
つ
下
や
手
袋
な

ど
を
売
る
販
売
の
仕
事
で
す
。
デ
パ
ー
ト
の
地
下

で
５
年
間
、
お
弁
当
を
売
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
窓
の
な
い
職
場
で

働
き
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
分
か
ら
な
い
毎
日

も
嫌
で
し
た
。
障
が
い
者
の
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い

る
友
人
の
影
響
も
あ
っ
て
、
福
祉
の
こ
と
は
よ
く

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
障
が
い
者
施
設
で
働
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
角
田
さ

ん
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
パ
ソ
コ
ン
検
索

で
「
お
だ
ま
き
」
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
障
が
い

者
と
一
緒
に
も
の
づ
く
り
を
楽
し
め
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。」
と
あ
っ
た
の

が
気
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、「
な
ん
と
な

く
楽
し
そ
う
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
３

対
１
の
面
接
で
は
一
所
懸
命
に
答
え
ま
し
た
。

「
お
だ
ま
き
」
で
は
、
施
設
を
利
用
す
る
人
た
ち

を
車
で
送
迎
す
る
こ
と
と
裂
き
織
り
作
業
の
お
手

伝
い
が
仕
事
で
す
。
そ
の
他
に
介
助
の
仕
事
も
あ

り
ま
す
。
様
々
な
人
た
ち
に
対
応
す
る
毎
日
は
勉

強
の
連
続
で
す
。

◆
裂
き
織
り
は
奥
が
深
い

裂
き
織
り
は
横
糸
に
糸
で
は
な
く
１
cm
ほ
ど

に
裂
い
た
布
を
つ
な
い
で
使
い
ま
す
。
組
み
合

わ
せ
で
様
々
な
色
が
出
て
く
る
の
で
、
全
く
同

じ
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
。
予
想
の
色
と
違
う
色

合
い
に
仕
上
が
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
角
田
さ
ん

に
と
っ
て
は
「
織
り
上
が
っ
て
み
て
初
め
て
分

か
る
」
奥
が
深
い
織
物
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

織
る
人
を
手
伝
っ
て
、
思
っ
て
い
た
以
上
の
作

品
が
で
き
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
い
瞬
間
だ
そ

う
で
す
。
先
輩
の
職
員
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
見

習
っ
て
い
ま
す
。

職
場
が
あ
る
元
気
村
は
木
々
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
角
田
さ
ん
は
「
自
然
の
中
に
い
る
の
が

自
分
に
は
と
て
も
合
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

今
年
も
作
品
展
の
名
前
が
決
ま
っ
た
ら
、
ポ
ス

タ
ー
の
制
作
開
始
で
す
。

いきいき 
22レディ 

小平在住の女性を訪ねて、 
そのいきいきした様子や元気の素を伝えます。 

「いろいろアイディアを考えるのが大
変だけど、それが楽しかった」と話す
角田さん。

おだまきスタッフ

角田
つ の だ

りささんを訪ねて

自然の中にいるのが
自分には合っている

①おだまき（障害者支援施設おだまき）＝肢体障害、視
力障害、聴力障害、知的障害や精神障害を持つ人たち
が通っている共同作業所です。年齢も20代から80代
まで幅広く、様々な個性を持つ人たちが協力し合って
活動しています。ものをつくる喜びを大切にし、機織
りや染めの作業をして報酬を得ています。2004年に
は社会福祉法人つむぎを立ち上げ、2007年には学園
坂商店街におだまき工房を開いて作品の展示・販売を
行っています。また、地域交流に力を入れ、地域の子
どもたちなどを対象に「はたおり体験」を実施してい
ます。
a042-346-4530
ホームページ：http://www12.ocn.ne.jp/~odamaki/
②元気村(小平元気村おがわ東)＝西武線萩山駅から徒
歩５分のところにある、元小川東小学校の校舎を利用
した小平市の複合施設です。おだまきの他に地域生活
支援センターあさやけ、シルバー人材センター、子ど
も家庭支援センター、ファミリー・サポートセンター、
青少年センター、男女共同参画センター、市民活動支
援センター準備室、教育支援室「あゆみ教室」、教育相
談室があります。第1・第2会議室、多目的ホール、屋
内広場、屋外広場は貸出し施設です。

条例ができて、改めてじっくり読み込んでみると、「男女共同参画」というものが
つくづく当たり前のことだとわかってきます。当たり前のことを当たり前にするこ
とは難しいことなのかもしれません。世界の女性議員の数を表すグラフでも、日本
は他の国に比べてとても少なくて、韓国の飛躍的な数字を見ると、同じアジアでも
取り組み方の違いを感じます。本文の中でも、基本理念（３）を取り上げた人はい
ませんでした。「男女共同参画」は理想ではなく、人間社会の営み方を表す言葉なの
ですから、数字の大きさで優劣を決めてしまうのも味気ない気がしますが、法律や
条例といった、私たちの生活に大きな力を持つ決めごとに触れるチャンスが少ない
ということは今更ながら、女は置いてきぼり？とちょっと寂しくなります。とはい
え、人と人の付き合い方の問題はゆっくりといい方向に進めていかないと、どこか
で風通しが悪くなる。当たり前のことを通していくには時間が必要なんですね。

おだまきの
ポスター

マフラー特集で作
った草木染めマフ
ラーはほとんど
が売れました。

出典：「男女共同参画社会の実現を目指して」内閣府男女共同参画局発行
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ひらく 
掲示板 
ひらく 
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女と男のフォーラム 女と男のフォーラム 

『パパの極意　仕事も育児も楽しむ生き方』
安藤哲也著　NHK出版・生活人新書

BOOKBOOK

●第12回女
ひと

と男
ひと

のフォーラム
2月8日（日）午後1時半から中

央公民館ホールで、NPO法人コミ

ュニティ・カウンセリング・セン

ター（C.C.C）理事長で、臨床心

理士の三沢直子さんを講師に迎え

て開催されました。

テーマは「愛することと働くこ

と」。子育てが理屈や知識を習得す

るだけではできないことを自らの子育て体験で学んだ三沢さんは、

母親がいま抱えている子育ての問題をグループワークで解決する

プログラムである、カナダで生まれた「Nobody's Perfect（完

璧な親なんていない）」を紹介されました。

子育ての専門家の講座を聴くのでなく、ファシリテイターの下

で子育ての悩みを現実に抱えている母親たちが生徒になり先生に

もなって、教え学ぶので

す。そのうちに母親たち

は、いつしか母親として

の自分を肯定し、自信を

つけていくのだそうです。

ホールに来た子育て中の

母親、父親が参加してみ

たくなる、お話でした。

外で仕事をするのが男の役割だった20世紀が終
わり、21世紀に入り10年目を迎える今、男の役割
は確実に変わってきている。家庭で家事や育児をす
る男たちが増えてきて、子育て講座に顔を出す父
親が現れ始めている。しかし、その中に「凍りつ
いたように」笑わない父親がいる。傍らにいる子
は父親の顔をうかがいながら同様に笑わない。
全国各地で絵本の読み聞かせ活動をしていて、
2年前に小平市にも来たことがある著者は、そ
んな親子を見て「子どもたちのためにも心の底
から笑う父親を増やさなくっちゃ」と、男性の子育て支援と父
親の自立支援を目的にするＮＰＯ法人を立ち上げた。
この本には、著者の体験を基にしたプラス志向のパパ哲学が語ら

れている。決して「上から目線」ではなく、「笑わない父親」「笑え
ない父親」の心を温めたい、という熱い思いがあふれている。21世
紀の男の役割を模索する父親たちが、この本を読んでパパ友達と、
学生時代の同級生と、あるいはパートナーと語り合ったら、得られ
るものは多いはずだ。

『冬の林でいきづくもの』

制作● どんぐりの会

赤ん坊が眠り、絵のように静かになった部屋で寝息に耳を澄

ませる。吸って、吐く、吸って、吐く、そのひたむきな繰り返

し。いのち眠る場所はいのちの揺りかご、その息づかいは育

（はぐく）みと休息の子守歌である。

「樹木は生きていると思いますか」と聞かれたら、ほとんど

のひとは「生きている」と答えるにちがいない。武蔵野の雑木

林もまた、虫、鳥、人、幾百万の命を育み、つながりあう大き

な揺りかごだ。

ここは冬の日の中央公園、雑木林。中央公園は戦前から蚕糸

科学研究所の敷地だった場所で、当時この一帯には桑園が広が

り蚕種研究が行われていた。

巨大な繭は、この雑木林で自然観察会やコンサート、朗読会

などを企画する「どんぐりの会」の手でつくられた。時間が止

まったような繭のなかから、

耳を澄ませば、いのちの音

が聞こえてくる。
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『反貧困 －「すべり台社会」からの脱出－』
湯浅　誠著　岩波新書

イソップの寓話
ぐうわ

に、「アリとキリギリス」の話があ

る。夏の間一生懸命働いたアリと、遊び暮らしたキリ

ギリスが、それぞれにふさわしい冬の過ごし方をする

という、まさに働かざるもの食うべからずの王道を

いっている教訓話だが、この話にはひとつ約束があ

る。それは「働いたら食べられる」こと。そう、ア

リは「働いたから、食べられた」のである。いつの

世も人々は働いたら食べられるんだ、という約束

を信じて生きてきた、はずなのだ。

ところが、本書によると、最近、働いているの

に食べられない人々が出現してきた。35歳、派遣、三

児の父。月々の収入は17万～20万円ほどあるが、寮費、光熱費、家具

のレンタル代、社会保険などを派遣会社から引かれると、残りは5万円

以下、親子五人で暮らしていくには、きつい。都内のゲストハウスに住

んでいる夫婦は、夫46歳、妻26歳。両親が貧乏だったり、死んでしま

ったり、という、本人にはあずかり知らぬ事情で、正社員になれず、派

遣の仕事を続けたあげく、少しずつ生活に行き詰まり、一泊1,500円

のネットカフェ暮らしを続け体力も限界にきた。どちらも、働かないキ

リギリスではなく、働いたら食べられると信じていたアリたちである。

がんばって働いているのに、社会や行政は「食べられないのは自己責任

だ」と真実をすり替えて、切り捨ててきた。

「それはちょっとおかしい」「彼らが貧困なのは、彼らが生きていく

ために必要な潜在能力を奪われ、貧困への滑り台を滑り落ちてしまった

からであって、決して彼らが努力しなかったからではない」と声をあげ

たグループがある。本書は、そのグループ「もやい」＊のリーダーであ

る湯浅誠氏が、貧困の滑り台に乗ってしまった人々の現実と、そこから

脱出するためのノウハウを語るビジョンである。

貧困に疲れた人々を、国のセイフティーネットである生活保護で救い

あげ、体力をつけ、また新たな活動に向けさせる。まるで物を扱うよう

に労働者を整理、解雇することに何の呵責
かしゃく

もないような企業への対抗策

として、ユニオンの結成、訴訟のサポート。「もやい」の活動は、具体

的でスピーディーだ。状況説明と、社会批判を繰り返すだけの政治家や

評論家にうんざりしている人たちにとって、「反貧困」を目指して頭を

使い、体を使って立ち向かう、湯浅氏と「もやい」のグループの存在は

大きな希望になるに違いない。

＊正式名称は、特定非営利活動法人　自立生活支援センター　もやい
撮影場所：小平中央公園



東京しごとセンター多摩 
（所長：岡村さちえさん） 
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市報こだいら（平成19年8月）に開設記事が掲載されて以来、隣町で行きやすく、どのようなところかと気にな
っていました。マスコミで連日雇用問題が報道されていた年末の一日、センターに所長をお訪ねしました。ここ
では(財)東京しごと財団が東京都の指定管理者として事業を行っています。 

 

手作り 
クッキーの店 

ビューティー 
サロン 

リサイクル 
ショップ 

ヘアー 
サロン 

男女共同参画センター“ひらく”・公民館（11館）・図書館（11館）・地域センター（18館）・

福祉会館・総合体育館・児童館・健康センター・市役所1F2F・東部、西部出張所・

郵便局（17か所）・市内各駅（7か所）・八坂駅・萩山駅・東大和市駅 
 小 川 町 多加楽・　　　   歩・商工会館・JA東京むさし・コーヒーロッジ ベル 

 小川西町  佐野商店 

 小川東町 ギャラリー 青らんぎ・長江宴・ブレッドファクトリー510・うつわと珈琲 悠・カフェAir 

 上水本町 アトリエ・パンセ　　津 田 町 ハタエコンサーン　 

 学園西町  　　　 サンローズ・中森書店・百の豆木・梁里館・美容室ヘアーグラシュ 
 鈴木小児科・本間歯科・      サンライズ・あかね薬局・床屋のけんちゃん 

 学園東町   日本堂文具店・梅の里・アクティブスタジオ・りそな銀行小平支店・ 
 グエン・バン・カフェ 

 美 園 町   多摩済生病院・ラグラス・珈琲の香・POEM・永田珈琲・ルネこだいら 

 御 幸 町  ケアタウン小平　　鈴 木 町 和菓子の 玉川屋・きらら はうす 

 天 神 町   公立昭和病院・カフェテリア ヴェルデ・          「のぶ」・ヘアーサロン ひろ 

 花小金井  上原薬局・風のシンフォニー・辰砂 
しんしゃ 

エール 

●仕事探しはハローワークだけじゃない
東京しごとセンター多摩は、飯田橋にある東京都のしごとセ

ンターまで行くには時間も交通費もかかるため、多摩地域にも

作ろうということでできました。その名の通り多摩全域の人々

の仕事探しを支援するところです。だ

から、ここでは多摩地域にある企業の

求人情報を集めています。平成19年8

月の開設から平成20年12月末までに

約1,400人の人たちが仕事を見つけた

そうです。

●1対1のカウンセリングは予約制で無料
初めての人は窓口で登録すると「東京しごとセンター多摩カ

ード」をもらい、キャリアカウンセリングの予約をします。利

用者数は平均で1日延べ44人。訪ねた日は女性と子どもを連れ

た母親の2人が登録をしていました。8つのブースで1対1の相談

（初回約50分）に応じます。相談料は無料です。専任制のため、

いつも同じ人に相談ができます。パソコンルームではパソコン

内部に履歴書と職務経歴書の書式が入っているので、自分で入

力して印刷することができます。そし

て、作成したものを添削してもらうこ

ともできます。また、パソコンで求人

情報を検索したり、職業適性診断をす

ることができます。

建物の3階、4階では、フリーター向

け、女性向け、団塊の世代向けなど、対象別の講座のほか、各

種セミナーが随時開かれています。また、女性向けセミナーの

場合、国分寺駅周辺の認証保育所の一時預かり（定員8人）も

利用でき、費用負担はありません。さらに、スクエア21・府中

市女性センターなどの外部の会場で実施することもあります。

●仕事についての自分の考えを育てるところ
取材を通して、多数の求人を一度に見て就職活動をしたい人

はハローワークに行く方がよく、納得して仕事に就きたい人は

東京しごとセンター多摩に行くのがいいと思いました。東京し

ごとセンター多摩は、岡村所長の言葉にあるように、「働きたい

人に仕事が見つかるまで支援するところ」です。そして、仕事

を探す人が、あせらず、あきらめず、仕事についての自分の考

えを育てるところだとも言えます。なお、同じ建物の１階にあ

る東京都労働相談情報センター国分寺事務所は、職場での困っ

たことを相談する場所ですが、働く時に

知っておきたい労働法や男女雇用平等に

ついてのセミナーも開催していて、誰で

も申込んで参加することができます。

●
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
に
、
夫
へ
の
チ
ョ
コ
を
買
い
に
駅
デ
パ
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の
お
店
も
女
性
で
い
っ
ぱ
い
で
選
ぶ
に
も

一
苦
労
！
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
大
切
な
人
が
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と

（
義
理
で
も
！
）、
ほ
っ
こ
り
気
分
に
な
り
ま
し
た
。(

き)

●
小
平
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
で
は
、
い
ま
小
平
市
で
暮
ら

し
て
い
る
大
人
だ
け
で
は
な
い
、
子
ど
も
た
ち
も
、
小
平
市
で
暮

ら
し
て
い
れ
ば
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
努
め
る
責
務
を
負
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
の
も
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

（
こ
）

●
手
作
り
菓
子
を
自
分
た
ち
で
交
換
し
合
い
楽
し
ん
で
し
ま
う
今

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

そ
ん
な
女
の
子
た
ち
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
社
会
。
な
ん
だ

か
楽
し
み
　
（
さ
）

●
ク
オ
ー
タ
制
は
、
政
策
決
定
機
関
で
の
人
数
枠
が
一
つ
の
性
に

片
寄
る
こ
と
が
な
い
よ
う
「
あ
え
て
」
定
め
る
割
当
て
制
の
こ
と

だ
。
何
だ
っ
て
「
あ
え
て
」
や
る
に
は
勇
気
が
い
る
。
が
、
価
値

が
あ
る
。
コ
コ
ロ
ザ
シ
テ
ゴ
ラ
ン
。（
ｓ
）

●
テ
レ
ビ
で
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
く
と
、
困
難
に
立
ち
向
か

う
意
思
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
決
し
て
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
は
な
い
。

私
達
も
ス
ピ
ー
チ
力
の
あ
る
政
治
家
を
選
び
た
い
も
の
だ
。

(

あ)
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登録窓口

ノートパソコンとプリンタ
ーのセット3組

小
平
か
ら
自
転
車
で
行
く
人
は
中
央
線
陸
橋

「
は
な
ざ
わ
ば
し
」
を
過
ぎ
て
左
側
を
道
に
沿
っ

て
行
く
と
ま
も
な
く
労
政
会
館
に
着
き
ま
す
。

労政会館は古くは勤労福祉会館だった建物。
現在は、1階が東京都の労働相談情報センタ
ー国分寺事務所、2階が東京しごとセンター
多摩です。

●東京しごとセンター多摩●

東京都国分寺市南町3－22－10
東京都労働相談情報センター国分寺事務所2階
JR中央線・西武線「国分寺駅」南口徒歩5分
http://www.tokyoshigoto.jp/tama/
電話　042－329－4510
利用時間：月曜～金曜　9:00～20:00

土曜　　　　9:00～17:00
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）は休業




